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異業種の荷による
Ｗ連結トラック＋混載

飲料

即席麺

製菓

飲料製菓 即席麺重

軽

軽

423 0 1 2 3 21 22165 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 23 24 2517 18 19 20

相模原1便

FT5+TL6

4797

相模原2便

FT3+TL7

4412

相模原3便

FT2+TL5

4411

相模原4便

FT4+TL8

4514

西宮1便

FT2+TL5

西宮2便

FT4+TL8

西宮4便

FT5+TL6

西宮5便

FT3+TL7

4:20

~5:20

5:30

~6:30

16:30

~17:30

18:00

~19:00

4:30~5:30

5:30~6:30

17:30~18:30

18:30~19:30

NG
N

G
7:00~8:30/16:00~17:00

西宮C便

FT0+TL2、3、9

相模原C便

FT0 4420

0:00発

(火)4:50~5:45

(水)4:35~6:20

(木)4:10~7:50

10:20~12:50

9:40~11:10

10:20~13:50

11:20~15:00

23:50~2:00

22:30~1:20

22:10~23:00

23:20~0:20

23:50

~2:00

22:30~1:20

＜幹線5車10便+ﾄﾚﾁｪﾝ便＞

3:30~5:10

21:40

~22:40

相模原5便

FT6+TL4

4957

8:50~9:50

西宮3便

FT6+TL4

13:30

~13:45

23:20~0:20

23:00発

(月)(金)単車
10:00~10:30

(火)22:40~0:00

(水)22:00~23:00

(木)22:30~23:30

(火)15:10~16:20

(水)15:45~17:10

(木)16:10~17:20

(火)10:30~11:30

(水)10:00~11:20

(木)11:30~12:30

TMC高岡

14:10

~14:30

TMC上郷

15:00

~15:20

15:35

~16:30

(月)(金)単車
21:10~21:40

定時
運行

1



Autonomous
自動運転
自動荷役

Connected
車両×荷物×ドライバー情報による
物流効率化、安心/安全な運行

Shared
各種荷主の混載
共同輸送

Electric
燃料電池トラック
水素ステーション設置

「自動運転技術」で省人化

支線輸送の稼働率×積載率の最大化
（日帰り可能）

（ドライバーチェンジ）

関東
クロスドック

中部
営業所

関西
クロスドック 「束ねて運ぶ」幹線輸送
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ギオン
相模原C

NLJ
相模原
XD

NLJ
西宮XD

中継
浜松

ド
ラ
イ
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ

長距離幹線輸送を皆で支える・シェアリング
ギオンドライバーユーネットランスドライバー

ギオンドライバーユーネットランスドライバー

荷 トラック ドライバー

× ×
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A: MIX

B: Change

C: Change
XL

XD XD

XD XD

連結・
切離し

連結・
切離し

連結・
切離し

連結・
切離し
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（2024年9月末時点）

2019年12月の事業開始以来4年超で、着実に社会課題解決に寄与
トラック稼働台数 17編成(ダブル連結トラック)

運んだ荷物の量 202,000トン

輸送力 250%(業界平均比)

省人化の効果 ▲9,500人(▲42%)

▲2,000トン(▲25%)CO2低減の効果

積載率 63％(業界平均38%)
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量子コンピュータ

時間

荷姿

荷室

車両

飲料
重量荷
上段利用OK

食品
軽量荷
上段利用NG

材料
背高荷
上段利用NG

荷物情報

NeLOSS
アルゴリズム

約2時間 ⇒ 40秒 11



配車作業効率化

必要ドライバー人数減トラック運行台数減

CO2排出量削減

アサヒロジの拠点間輸送においてNeLOSSを活用する実証実験を実施

アサヒグループジャパンとの取り組み（NeLOSS）

期待される
効果

70%

60%

50%

80% 80%

30%
80%
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NEXT Logistics Japanモデル

物流のムダを
視える化

業種業態超え
一緒に運ぶ

生産性・付加価値向上
1人でたくさん
はこぶ

賃金アップ・待遇改善
トラック輸送を
魅力ある仕事に

●トラック荷室センサー
●モニタリングシステム

・XDに集約異業種混載
・共同輸送・中継輸送

・W連結トラック活用
・トレーラー化
・トラック自動運転lv4

・年収アップ・労働時間短縮
日帰り運行
・待機時間削減
バース予約

普及促進のための制度、環境つくり 14



■ドライバー待遇（年収）
NEXT Logistics Japan

平均 463万円 ⇒ 600～800万円

■時間外労働時間

上限960時間 360時間
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いま

幹線輸送

これから
自動運転・電動化

・マルチモーダル最適化
・フィジカルインターネット
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①複数の荷主×物流事業者が「一緒に運ぶ」ための課題

- オペレーション・システム
- 法規、規制（道路貨物運送法との整合？）
- アセットの保有、共有の方法

➁クロスドック＝モビリティハブの置き方と要件

- 適切な場所
（可変を前提）

- 要件
（高速道路直結）

XD
モビリティ

ハブ

XD
モビリティ

ハブ

荷主A

荷主B

荷主C
XD

モビリティ
ハブ

XD
モビリティ

ハブ

自動運転区間
荷主D

物流事業者E

物流事業者F

・スマートIC
(高速道路直結)

・ドライバーオアシス
・自動運転切替
・水素ステーション
・構内自動運転
・自動荷役
・全自動DC
・防災ステーション
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課題：北海道、首都高及び阪神高速、災害時の迂回路となる上信越道、北陸道、
中国道等で通行区間が拡充も、京浜地区⇔東名/新東名へ抜けられない
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B拠点

A拠点
工場

工場

13t

13t

B拠点

26t

13t

10t

現
状

増
ト
ン

A拠点 26t
13t 空

13t

13t

13t

13t

工場

B拠点 13t

A拠点

13t

10t

▽単車×2
GVW25

▽セミトレ×1
GCW44t

▽フルトレ×1
GCW44t 13t

10t

輸送力に対し
▲13t

輸送力に対し
▲3t

13t 工場

B拠点 13t

A拠点

13t

13t

▽フルトレ×1
GCW47t 13t

13t

輸送力を
使い切り

13t

13t

26t

26t

23t

26t

・ドライバーが2人必要

・Ｂ拠点までの間は、無駄が多い上
通行経路の制約が多い。

・B拠点に10tしか運べない
・ドライバー1人で工場から
23tしか運べない

課題：W連結トラック1台で大型トラック2台分を運べない組み合わせがある
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